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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋根板材の上面に屋根上設置物を設置、固定する取付具であって、
　屋根の軒側において立ち上がる側壁を有し、屋根の下地材に締結手段を介して固定され
る止め付け部と、この止め付け部の側壁の上端縁部に一体連結して屋根板材の上ハゼに嵌
合可能な上ハゼ嵌合部と、この上ハゼ嵌合部の直下でその端縁に一体連結して前記屋根板
材とは異なる他の屋根板材の下ハゼに嵌合可能な下ハゼ嵌合部と、この下ハゼ嵌合部の端
縁につながり、前記上ハゼ嵌合部に嵌合させた屋根板材の上ハゼの小口に沿って起立する
脚部と、この脚部の上端縁部に片持ち状態でつながり、前記上ハゼ嵌合部の直上にて屋根
上設置物の載置、固定面を形成する載置、固定部からなり、
　前記脚部は、屋根板材の表面に沿って伸延する底壁を有し、
　該底壁と屋根板材の外表面との間には、雨水の浸透を回避する隙間を有することを特徴
とする屋根上設置物の取付具。
【請求項２】
　前記脚部の底壁は、水抜き孔が形成されたものであり、前記載置、固定部は、その表裏
において貫通する長孔を有するものであることを特徴とする請求項１に記載した屋根上設
置物の取付具。
【請求項３】
　前記載置、固定部は、屋根の傾斜と同等の傾斜を有することを特徴とする請求項１また
は２に記載した屋根上設置物の取付具。
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【請求項４】
　前記上ハゼ嵌合部は、屋根の軒側に向けて凸状に湾曲し、該屋根の棟側において屋根板
材の下ハゼの折り返し端縁を挿入する凹所を備えた湾曲片からなり、前記下ハゼ嵌合部は
、屋根の棟側に向けて凸状に湾曲し、該屋根の軒側において屋根板材の上ハゼの折り返し
端縁を挿入する凹所を備えた湾曲片からなることを特徴とする請求項１～３のいずれか１
に記載した屋根上設置物の取付具。
【請求項５】
　前記止め付け部及び側壁に、それらの相互において連続的に伸延する少なくとも一本の
補強リブを設け、前記脚部に、載置、固定部に至るまでの間で連続的に伸延する少なくと
も一本の補強リブを設けたことを特徴とする請求項１～４のいずれか１に記載した屋根上
設置物の取付具。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１に記載した取付具を用いて屋根板材の上に屋根上設置物を載
置、固定する方法において、
　屋根の下地材に予め設置された屋根板材につき、その屋根板材の下ハゼを取付具の下ハ
ゼ嵌合部に嵌合させて止め付け部を締結手段を介して屋根の下地材に固定し、次いで、前
記屋根板材とは異なる他の屋根板材の上ハゼを取付具の上ハゼ嵌合部に嵌合させたのち、
屋根上設置物を取付具の載置、固定部に配置するとともに、該屋根上設置物の上面に挟持
片を配置して該挟持片と載置、固定部とを締結手段を介して相互に連結することにより該
屋根上設置物を該挟持片と載置、固定部との間で挟持することを特徴とする屋根上設置物
の取付具を用いた取付方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽電池パネル等の屋根上設置物を、建築構造物の屋根面（屋根板材の上面
）に固定保持するための取付具とその取付具を用いた屋根上設置物の取付方法に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　太陽電池パネル等の屋根上設置物は、屋根板材に直接固定可能な取付具（取付装置）を
介して固定するのが一般的であり、その構造としては、例えば、特許文献１に開示されて
いるように、屋根板材の上方に配置され外装パネルを支持する支持部材と、この支持部材
の一側に設けられ、屋根板材の一側に設けられた凹嵌部に係止して固定される一側係止部
材と、該支持部材の他側に設けられ、屋根板材の他側に設けられた凸嵌部に係止する他側
係止部材とによって構成されたものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１５７２０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記先行文献１に開示された取付具（取付装置）は、複数部材から構成され
、それを組み合わせて屋根上設置物を屋根に載置、固定する仕組みからなるものであって
、効率的な取り付けを行うのが難しいものであった。
【０００５】
　また、屋根上設置物に作用する外力のうち最も大きな外力は風圧力（３００ｋｇ／ｍ２

程度）であり、これは、屋根面に対して垂直上向きに働くことになるが、上記従来の取付
具においては、取付具の固定部位（荷重作用点）と、この取付具に固定される屋根上設置
物の取付位置（支持点）が離れている（モーメントアームが長い）ため、屋根上設置物に
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上記の風圧力が作用した場合に取付具に比較的大きな曲げモーメントが作用することとな
り、該取付具について十分な強度を確保するには、部材の厚肉化を図って剛性を高める等
の必要があり、これが部材の重量増、製造コストの上昇につながる原因になっていた。
【０００６】
　本発明の課題は、構造の簡素化、薄肉による軽量化を図りつつも屋根上設置物を屋根板
材に簡単かつ確実に設置、固定することができる取付具とその取付具を用いた屋根上設置
物の取付方法を提案するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、屋根板材の上面に屋根上設置物を設置、固定する取付具であって、屋根の軒
側において立ち上がる側壁を有し、屋根の下地材に締結手段を介して固定される止め付け
部と、この止め付け部の側壁の上端縁部に一体連結して屋根板材の上ハゼに嵌合可能な上
ハゼ嵌合部と、この上ハゼ嵌合部の直下でその端縁に一体連結して前記屋根板材とは異な
る他の屋根板材の下ハゼに嵌合可能な下ハゼ嵌合部と、この下ハゼ嵌合部の端縁につなが
り、前記上ハゼ嵌合部に嵌合させた屋根板材の上ハゼの小口に沿って起立する脚部と、こ
の脚部の上端縁部に片持ち状態でつながり、前記上ハゼ嵌合部の直上にて屋根上設置物の
載置、固定面を形成する載置、固定部からなり、前記脚部は、屋根板材の表面に沿って伸
延する底壁を有し、該底壁と屋根板材の外表面との間には雨水の浸透を回避する隙間を有
することを特徴とする屋根上設置物の取付具である。
【０００８】
　上記の構成からなる屋根上設置物の取付具において、
１）脚部の底壁は、水抜き孔が形成されたものであり、載置、固定部は、その表裏におい
て貫通する長孔を有するものであること、
２）また、載置、固定部は、屋根の傾斜と同等の傾斜を有すること、
３）上ハゼ嵌合部は、屋根の軒側に向けて凸状に湾曲し、該屋根の棟側において屋根板材
の下ハゼの折り返し端縁を挿入する凹所を備えた湾曲片からなり、下ハゼ嵌合部は、屋根
の棟側に向けて凸状に湾曲し、該屋根の軒側において屋根板材の上ハゼの折り返し端縁を
挿入する凹所を備えた湾曲片からなること、
４）止め付け部及び側壁に、それらの相互において連続的に伸延する少なくとも一本の補
強用リブを設け、脚部に、載置、固定部に至るまでの間で連続的に伸延する少なくとも一
本の補強用リブを設けること、
が本発明の課題解決のための具体的手段として好ましい。
【０００９】
　さらに、本発明は、上記の構成からなる取付具を用いて屋根板材の上に屋根上設置物を
載置、固定するに当たり、屋根の下地材に設置した屋根板材につき、その屋根板材の下ハ
ゼを取付具の下ハゼ嵌合部に嵌合させて前記止め付け部を締結手段を介して屋根の下地材
に固定し、次いで、前記屋根板材とは異なる他の屋根板材（建築構造物の棟側に隣接配置
される屋根板材）の上ハゼを取付具の上ハゼ嵌合部に嵌合させたのち、屋根上設置物を前
記取付具の載置、固定部に配置するとともに、該屋根上設置物の上面に挟持片を配置して
該挟持片と載置、固定部とを締結手段を介して相互に連結することにより該屋根上設置物
を該挟持片と載置、固定部との間で挟持することを特徴とする屋根上設置物の取付具を用
いた取付方法である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の取付具によれば、屋根板材の上面に屋根上設置物を設置、固定する取付具を、
屋根の軒側において立ち上がる側壁を有し、屋根の下地材に締結手段を介して固定される
止め付け部と、この止め付け部の側壁の上端縁部に一体連結して屋根板材の上ハゼに嵌合
可能な上ハゼ嵌合部と、この上ハゼ嵌合部の直下でその端縁に一体連結して他の屋根板材
（建築構造物の棟側に隣接配置される屋根板材）の下ハゼに嵌合可能な下ハゼ嵌合部と、
この下ハゼ嵌合部の端縁につながり前記上ハゼ嵌合部に嵌合させた屋根板材の上ハゼの小
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口に沿って起立する脚部とを備えたもので構成し、該脚部の上端縁部に、片持ち状態でつ
ながり前記上ハゼ嵌合部の直上にて屋根上設置物の載置、固定面を形成する載置、固定部
を設けるようにしたため、取付具を固定する部位と屋根上設置物を固定する部位との距離
が短縮され、風圧力によって生じる曲げモーメントを小さくすることが可能となり、取付
具を構成する部材の薄肉化を図ることができる。また、単純な形状で構成することができ
るため、取付具を単一部材（一部材）を用いたプレス加工によって製作することが可能と
なる。
【００１１】
　上記の構成からなる本発明の取付具によれば、脚部の末端に、屋根板材の表面に沿って
伸延する底壁を設けるようにしたため、屋根板材の上ハゼを上ハゼ嵌合部に嵌合させるの
に必要なスペースを確保しつつ、屋根上設置物を確実に支えることができる。また、載置
、固定部に、その表裏において貫通する長孔を設けたため、この長孔において挿通する連
結ボルトの如き締結手段を介して屋根上設置物を取付具に簡単に固定することが可能とな
る。また、底壁部に水抜き孔を形成することにより、該底壁部の上面に流れ込んだ雨水を
軒先に向けて速やかに流下させることができる。
【００１２】
　また、本発明の取付具によれば、記載置、固定部を、屋根の傾斜と同等の傾斜を有する
ものとしたため、屋根上設置物を取付具に固定する際、該屋根上設置物の角度調整を省略
することができる。
【００１３】
　また、止め付け部及び側壁部に、それられの相互において連続的に伸延する少なくとも
一本の補強リブを設け、脚部に、該脚部とともに立ち上がり載置、固定部に至るまで連続
的に伸延する少なくとも一本の補強リブを設けるようにしたため、風圧力が付加されたと
してもその初期形状を安定的に維持することができる。
【００１４】
　さらに、本発明の取付具によれば、上ハゼ嵌合部については、屋根の軒側に向けて凸状
に湾曲し、該屋根の棟側において屋根板材の下ハゼの折り返し端縁を挿入する凹所を形成
する湾曲片にて構成し、下ハゼ嵌合部については、屋根の棟側に向けて凸状に湾曲し、該
屋根の軒側において屋根板材の上ハゼの折り返し端縁を挿入する凹所を形成する湾曲片に
て構成したため、単一の板材を用いてそれに曲げ加工を施すだけで上ハゼ嵌合部と下ハゼ
嵌合部を一体的に形成することが可能となる。
【００１５】
　また、本発明の取付方法によれば、屋根板材の下ハゼを、下ハゼ嵌合部に嵌合させた状
態で取付具の止め付け部を締結手段を介して屋根の下地材に固定し、該屋根板材とは異な
る他の屋根板材の上ハゼを上ハゼ嵌合部に嵌合させてから、屋根上設置物を前記取付具の
載置、固定部に配置するとともに、該屋根上設置物の上面に設置した挟持片と載置、固定
部とを締結手段を介して相互に連結することにより該屋根上設置物を該挟持片と載置、固
定部との間で挟持するようにしたため、屋根上設置物の効率的な設置が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に従う屋根上設置物の取付具の実施の形態を模式的に示した外観斜視図で
ある。
【図２】図１に示した取付具の正面を示した図である。
【図３】図１に示した取付具の左側面を示した図である。
【図４】図１に示した取付具の平面を示した図である。
【図５】図１に示した取付具の底面を示した図である。
【図６】図１に示した取付具の背面を示した図である。
【図７】屋根板材の断面形状を示した図である。
【図８】屋根上設置物の設置状況を示した図である。
【図９】屋根板材の接続状態と屋根上設置物の固定状態を示した図である。
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【図１０】従来の取付具において作用する曲げモーメントの分布状況を示した図である。
【図１１】本発明に従う取付具において作用する曲げモーメントの分布状況を示した図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して、本発明をより具体的に説明する。
　図１は、本発明に従う屋根上設置物の取付具（金属製）の実施の形態を模式的に示した
外観斜視図である。また、図２～６は、図１に示した取付具の正面、側面、平面、底面及
び背面をそれぞれ示した図である。
【００１８】
　なお、本発明における取付具は、耐食性に優れた表面処理鋼板（亜鉛めっき鋼板等）や
ステンレス鋼板等の金属製部材から構成され、屋根板材同士がハゼ締め（嵌合）により相
互につながっている接続部に配置されるものであって、ここでは、棟側の辺に下ハゼを有
し、軒側の辺に上ハゼを有する、図７に示す如き断面形状を有する屋根板材（横葺き屋根
用の板材）に適用する場合について説明する。図７における符号Ｓは上向きに折り返され
た鉤型形状をなす下ハゼ、Ｕは下向きに折り返された鉤型形状をなす上ハゼ、Ｓ１は下ハ
ゼＳの折り返し端縁、Ｕ１は上ハゼＵの折り返し端縁である。
【００１９】
　図１～６における符号１は、板状部材からなる止め付け部である。この止め付け部１は
、屋根の下地材に釘やねじ等の締結手段を介して固定されるものであって、その縁部（図
１、図３、図８、図９参照）には屋根の軒側において立ち上がる板状の側壁１ａが設けら
れている。この側壁１ａは、止め付け部１の幅寸法（Ｘ）と同等の寸法を有するものであ
って曲げ加工を施すことによって止め付け部１と一体的に形成される。
【００２０】
　２は、止め付け部１において適宜複数個設けられ、釘やビスを挿通させることができる
開孔である。この開孔２に釘やビスを通して該釘やビスを屋根の下地材（野地板）に打ち
付けるか、あるいはねじ込むことによって止め付け部１を固定する。
【００２１】
　また、３は、側壁１ａの上端縁部に一体連結して屋根板材の上ハゼＵに嵌合可能な上ハ
ゼ嵌合部である。上ハゼ嵌合部３は、屋根の軒側に向けて凸状に湾曲した鉤型形状をなす
湾曲片からなっており、屋根の棟側には屋根板材の下ハゼＳの折り返し端縁Ｓ１を挿入す
る凹所３ａが形成されている。
【００２２】
　また、４は、上ハゼ嵌合部３の直下でその端縁３ｂに一体連結し屋根板材の下ハゼに嵌
合可能な下ハゼ嵌合部である。この下ハゼ嵌合部４は、屋根の棟側に向けて凸状に湾曲し
た鉤型形状をなす湾曲片からなっており、屋根の軒側において屋根板材の上ハゼＵの折り
返し端縁Ｕ１を挿入する凹所４ａが形成されている。
【００２３】
　上記上ハゼ嵌合部３、下ハゼ嵌合部４は、止め付け部１の幅寸法と同等の寸法を有し、
曲げ加工を施すことによって形成されるものであって、この例では、上ハゼ嵌合部３と下
ハゼ嵌合部４とが一体連結することによりＳ字状の断面形状をなすものとして示したが、
本発明は、図示のものに限定されることはない。また、上ハゼ嵌合部３、下ハゼ嵌合部４
は、湾曲片に代えて屈曲片で構成することもできる。
【００２４】
　また、５は、下ハゼ嵌合部４の折り返し端縁４ｂにつながり、上ハゼ嵌合部３に嵌合さ
せた屋根材の上ハゼＵの小口面Ｕ２（図７参照）に沿って立ち上がる脚部である。この脚
部５は、脚部本体５ａと、下ハゼ嵌合部の端縁４ｂとを相互に一体連結し、屋根板材の外
表面に沿う底壁５ｂを有している。底壁５ｂと屋根板材の外表面との間には、雨水等の浸
透を回避するため、隙間が形成される。
【００２５】
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　この脚部５も上ハゼ嵌合部３、下ハゼ嵌合部４と同様、曲げ加工を施すことによって形
成されるものであって、止め付け部１の幅寸法と同等の寸法に設定されている。底壁５ｂ
には、雨水が流れ込んできても、それをすぐさま軒先へ向けて排出することができるよう
にその表裏において貫通する水抜き孔５ｃが形成されている（図５参照）。
【００２６】
　また、６は、脚部５の上端縁部５ｃに片持ち状態で一体的につながり、上ハゼ嵌合部４
の直上（屋根板材の上ハゼＵと下ハゼＳとを嵌合させた接続部の直上）にて屋根上設置物
の載置、固定面Ｍを形成する載置、固定部である。この載置、固定部６は、屋根上設置物
の下面に当接する平坦な面をもつ板状片からなり、その中央部には、表裏において貫通し
かつ、幅方向に沿って伸延した長孔６ａが設けられている。
【００２７】
　載置、固定部６は、脚部５との境界で曲げ加工を施すことにより形成されるものであっ
て、止め付け部１と同じ幅寸法を有し、屋根の傾斜と同等の傾斜が適宜付与されており、
この傾斜により屋根上設置物を屋根と平行に配置することができるようになっている。
【００２８】
　さらに、７は、止め付け部１と側壁１ａの相互において連続的に伸延する補強リブ（Ｌ
字状のリブであって、幅方向と交差する向きに延伸している）、８は、底壁５ｂから脚部
本体５ａを通り、載置、固定部６に至るまでの間で伸延する補強リブ（コ字状のリブであ
って、幅方向と交差する向きに伸延している）である。これらの補強リブ７、８は、それ
ぞれ幅方向に沿い間隔をおいて２つ設けた場合について示したが、各部位において十分な
強度が確保できる場合には、補強リブ７、８は省略される。
【００２９】
　補強リブ７、８は、押圧加工を施し、局所的に膨出させることによって形成することが
できるが、補強リブを形成するための部材を別途用意し、この部材を溶接等の手段によっ
て接合するようにしてもよい。
【００３０】
　図８は、屋根上設置物の設置状況をその要部について示した外観斜視図である。上記の
構成からなる取付具を用いて屋根上設置物を屋根板材の上に載置、固定するには、アスフ
ァルトルーフィングを施した下地材（野地板）９に屋根板材を配置、固定し、次いで、そ
の屋根板材の下ハゼＳに、取付具の下ハゼ嵌合部４を嵌合させたのち、止め付け部１を、
屋根の下地材９に釘あるいはねじ１０を用いて固定し、さらに、該屋根板材とは異なる別
の屋根板材（棟側において隣接配置される他の屋根板材）を配置すべく、その上ハゼＵを
上ハゼ嵌合部３に嵌合させる。
【００３１】
　そして、屋根上設置物を、取付具の載置、固定部６に載置するとともに該屋根上設置物
の上面に挟持片１１を配置して、この該挟持片１１と載置、固定部６とを長孔６ａを通し
て配置される連結ボルト１２を介して相互に連結し、該連結ボルト１２に係合するナット
１２ａを締め込んで屋根上設置物を、挟持片１１と取付具の載置、固定部６との間で挟持
すればよく、これにより、屋根上設置物は取付具に強固に固定される。
【００３２】
　屋根板材の接続状態と、屋根上設置物の固定状態を図９に示す。なお、取付具による屋
根上設置物の固定は、屋根板材の長手方向の複数個所で行われる。
【００３３】
　図１０は、従来構造の取付具（取付装置）において作用する曲げモーメントの分布状況
を示した図であり、図１１は、本発明に従う取付具に作用する曲げモーメントの分布状況
を示した図である。
【００３４】
　この種の取付具は、いずれも支持点（取付具の固定位置）において曲げモーメントが最
大値を示すことになるが、とくに、従来の取付具は、荷重作用位置（屋根上設置物の固定
位置）─支持点（取付具の固定位置）間の距離が長くなるのが避けられないため、曲げモ
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ーメントの値が大きくならざるを得ない。
【００３５】
　これに対して、本発明に従う取付具は、荷重作用位置－支持点間の距離を短縮すること
ができるため、支持点における曲げモーメントが従来構造のものに比較して小さくするこ
とが可能であり、経済的な設計が可能となる。
【００３６】
　本発明の取付具は、挟持片１１、連結ボルト１２を除き、基本的には、単一部材（一枚
板）で構成することが可能であって製作が容易であり、しかも取付作業も容易であり作業
効率の改善を図ることができる利点がある。また、取付具を設置するに際しては、屋根板
材に孔をあける必要がないため、雨仕舞にも優れている。
【００３７】
　取付具は、例えば、厚さ１．６～３．２ｍｍ程度の板材を適用することが可能であり、
幅寸法（Ｘ）は、８０～１００ｍｍ程度に、また、奥行き（Ｙ）（図３参照）は、１００
～１２０ｍｍ程度に、高さ（Ｚ）（図３参照）は、５０ｍｍ程度のサイズとすることがで
きる。この場合において太陽電池パネルの重量が単位面積（ｍ２）当たり２０ｋｇ程度と
すると、取付具は、単位面積（ｍ２）当たり３個所程度配置するのが好ましい。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　本発明によれば、構成部材の薄肉化、構造の簡素化を実現し、比較的簡単な作業のもと
に屋根上設置物を確実に屋根板材に固定することができる。
【符号の説明】
【００３９】
１　　　止め付け部
１ａ　　側壁
２　　　開孔
３　　　上ハゼ嵌合部
３ａ　　凹所
３ｂ　　端縁
４　　　下ハゼ嵌合部
４ａ　　凹所
４ｂ　　端縁
５　　　脚部
５ａ　　脚部本体
５ｂ　　底壁
５ｃ　　上端縁部
６　　　載置、固定部
６ａ　　長孔
７　　　補強リブ
８　　　補強リブ
９　　　下地材
１０　　釘、ねじ
１１　　挟持片
１２　　連結ボルト
１２ａ　ナット
Ｍ　　　載置、固定面
Ｓ　　　下ハゼ
Ｓ１　　折り返し端縁
Ｕ　　　上ハゼ
Ｕ１　　折り返し端縁
Ｕ２　　小口面
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